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　私たちは全国のスーパーをリードできるような取組を続けてきました。地域、食、買い物という
身近なところから、私たち一人ひとりがほんの少しだけ意識を変えて行動に移すことができれば、
大きく未来を変えることができると思っています。食を大切にする人は環境も大切にできる人である
と考えます。これからも、食に関わるすべての人が笑顔になれるように、環境がこの先も豊かであり
続けられるように取組を進めていきます。

株式会社渥美フーズ

企業担当者の想い

田原市福江町中羽根７９-１ ［https://www.foodoasis. jp］

　渥美半島を拠点としてスーパーマーケット事業を展開する株式会社渥美フーズ。社長が食についての知識を深めていく中で、

「人にも地球にもよいことをやらなければ」という意識を持つようになった。また、あるお客様から頂いた本をきっかけに、ごみ

問題についても考えるようになったことで、オーガニック商品を扱いながらごみ削減にも取り組む「ビオ・あつみエピスリー豊橋」

を2019年７月豊橋市にオープンさせた。

　ビオ・あつみエピスリー豊橋では、昔ながらの資源を無駄にしない暮らしに着想を得た、賢く買い物をして地球を守る

「スマート・ショップ」を目指した買い物スタイルを構築している。オーガニックのドライフルーツや調味料を「必要な分だけ」

買うことができる量り売りスタイルは、食品ロスの削減につながり、かつリユース容器での販売によって環境にも優しい買い物

を実現している。

　また、2021年11月から新たにデポジット・システムを導入。これは商品に対して容器貸出しの「デポジット(預託金)」を上乗せ

して販売し、容器が返却された際に預託金を返金する仕組みで、返却された容器は洗浄・殺菌して再利用する。マイ容器などの

リユース容器持参へのきっかけになり、セルフサービス業態の店舗においても取り組みやすい、今後期待の持てる取組である。

　開店当初と比べ、確実に来店客数は増えてきており、食と環境を大切にする動きが渥美フーズから少しずつ広がっている。

食と環境を大切にする動きを渥美半島から全国に広げるために、農家やメーカーなど食に携わるたくさんの仲間とのつながりを

通して更なる商品開発を行い、地域やお客様を巻き込んだ「食と環境が循環するライフスタイル」を創造していく。

古き良き買い物スタイルを現代に。
食も環境も人の心も大切にした学び続けるモデルスーパー

食と環境を守る 古くて新しいゼロ・ウェイスト・スーパー
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　環境問題を解決するにあたって、既成概念を取り払って可能思考を大切にし、積極的に行動し
ていくことが重要であると考えています。また、イートレイを一過性のブームで終わらせるのでは
なく、スピードに拘らず少しずつ世界に広め、身近な存在にしていきます。今後もイートレイの利用
を促進することで、消費者の意識を変え、楽しみながら環境問題に貢献できる機会を提供していく
つもりです。

株式会社丸繁製菓

企業担当者の想い

碧南市浜寺町2-75 ［http://marushige-icecone.com］

　株式会社丸繁製菓は、アイスクリームモナカ専門のメーカーとして発足した会社である。イベント会場等で、飲食物の提供に使用

されたプラスチック容器が大量に捨てられているのを目にし、自社の経営資源を活かしてできる取組として、可食食器「イートレイ」

の開発に踏み出した。

　開発時は食感を保つための柔らかさと耐水性等の機能面を両立させることが困難だったが、会社の所在地である碧南市で有名な

えびせんべいからヒントを得て、馬鈴薯でんぷんを用いて開発した。また、自分たちの開発した商品を多くの人が良い物だと

思ってくれたのであれば、模倣品が出てくるのは当然であり、敢えて自社商品を守るのは無意味だという考えから、イートレイ

は特許申請をしていない。「世の中に良いことならみんなでやればいい」という想いのもと、他社との共同開発にも積極的に

取り組み、国内外への可食食器の普及を進めている。さらに、商品開発以外でも消費者の環境意識を変えるべく、中学校や

大学での出前授業も行っている。

　可食食器の開発を始めてから、社内でも今まで使い捨て容器で昼食を取っていた社員が弁当箱を使用するようになるなど、

環境への意識が変わった。このように、一人の意識が変わると、その家族や周りの人の意識、行動が変化し、その積み重ねが

SDGsの達成へと近づいていくのである。

　今後はイベント等での飲食用の容器としての普及はもちろん、家庭でのニーズを捉えた可食容器などの開発を進める。

そして、イートレイを食品容器のひとつの選択肢にしていきたいと考えている。

自社の経営資源から生まれた
「食べられる食器」を世界に広め、身近な存在に

食べられる食器「イートレイ“eat tray＝e-tray”」
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